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保育者 に 期待 され る心理 的援助

今　 　井　　章　　子

（園田学園女子大学）

1 、は じめ に

　私は、過去 5 年間大学の 二 つ の 幼稚園にお い て 年間

数回の 子育て相談を担当 して い る。 そ の 相談の 内容は

色 々 な発 表 で明 らか に され て い る ように、子どもの 発

達．しっ け、兄 弟関係などに集約され る とい っ て も過

言 で はない 。しか し、子育て 相談の 中で 、明らか に増

加 してい る問題傾向は母親の 子育て 不安で ある。そ し

て、その背景 にある原因は、子育て 中の 家族への 補償

機能の低 下 とい うこ とが第
一

に考えられる。確か に拡

大家族 、 あるい は地域社会の つ なが りの あっ た時代に

お い て は、身近な誰か が相談に の り支持をえ て 不安な

が らも何 とか 子育て をや り遂げて い たはずで ある。現

在は 精神 病的 レ ベ ル の 問題で は なくて、指示 ・助言 を

得れ ば 事足 りて い た よ うな事例か ら、か な り精神的に

問題 を抱えた状況 まで多様 である とい うこ とで ある。

これ か らの 保育者 （幼稚園教諭、保育士 ）を養成する

教育機関と して は、家族 の 子育て機能の 低下に加 えて

色々 な葛藤を抱えた状況に ある家族や混乱した 家族、

機能不全家族などの 増大 の 状況を考慮 しな が ら、保育

の 中で 必 要 とされ る将来 の 期 待 され る保 育者像を探 っ

て 見た い の で あ る。

2 、母 親 の 不安 の 実情

　保護者、特 に母親の 子 育て にっ い て の 不安の 増大は

核家族化の傾向と同時 に社会の 関心となっ て きた。国

は、少子化 の 予防策の
一

つ として子育て支援の 必 要に

迫られ、幼稚園、保育所 に対 して保護者の 子育て 不安
へ の 援助 を機能 と して 積極的 に関与 する よ うに指導し

て きて い る。事実、幼稚園教諭、保育士養成過程の カ

リキ ュ ラム に お い て も相談、援助の 方法を学ぶ よ うに

新 しい 科 目 （教育相談、家族援助論等〉が設定され て

きて い る。これ から育っ て い く保育者が少なくとも、

単 に問題 を抱えた保護者 へ 指導、助言だけで はな く、

治療的な働きか けを含ん だ心理的援助が 可能 になっ て

く る と期待 し て い る。実際に、私が臨床心 理士 と して

幼稚園で 関与 し た事例 を 紹介す る と、

事例　 1A

ちゃ ん、3 才、家族構成　　（両親と本児）

　 3 才になり姉妹もい ない の で 幼稚園の 年少組 に入園。

最初か ら母親 と分離で きず泣い て ばか り、母親も保育

室に
一
緒に入 っ て い るが なかなか他の 園児と遊ぼ うと

しない。その 上 、い つ も小 さい お人形を抱えて お りs
，

その 人形を手放す こ とが で きない ため、結局保育室 の

中で 母親と
一緒に い る だ け とな っ て い る。

　入 園後、こ の よ うな状 況が 続い て い るた め、保 育者

の 勧めで 母親が相談に来 る。 母親の 表情は、とて も不

安気で あるが全体的に は優 しそ うで あ り
一
所懸命子 ど

もに対処 して い るがどうして いい の か解らない とい う

感じであ っ た 。 分離不 安の 症状を表現してお り、 子 ど

もは分離の不安の為、自分を安心させ 前に押 し出 して

くれ る母親の 分身の ような人形を移行対象と して もっ

て い る状況 で ある。しか し、そ の 状況 が保護者 （特に
．

母 親）に も解らず、他の 子 どもが持 っ て い な い そ の よ

うな もの （人形 ）を持た な い で遊 んで 欲 しい と思 うあ

ま り、何 とかそ の 人 形を取 り上 げて しま い た か っ た の

で ある。こ どもの 方は、
−
不安に耐 え る為に自分の傍に

置 い て おきた い 人形 を無理 に引き離そ うとい う母親の

動 き を感 じて益 々 分離で きてい な い とい う悪循環に陥

っ て い た の で ある 。 3才か ら4 才 まで の子 ど もに とっ

て母 子 分離とい うの は 大変な仕事で あ り、又それ は 自

我の 芽 生え の 証拠と して 客観的 に評 価 され る とこ ろで

ある。実際に こ の 年代の 子 どもが幼稚園又 は保育所な

どの 集団に入 っ て い くた めに は、物理的に数時間の 母

親 か ら分離をするこ とが前提 とな り成長 ・発達には不

可決 の ハ
ードル にな るの で ある。

事例　 2

　 B ちゃん （未就園）、3 才、家族構成 （両親と本児）

母親の み来室、相談内容は子 どもが食事になりテ
ー

ブ

ル の 前に座 る と意味もなく泣 く。母親 の 表情は硬く、

あま り詳 しく話そ うと しない
。 地域の 広報で、幼稚園

での 子 育て 相談を知っ た との こ と。 子 ど もが泣 くに は

何か理 由が ある と思い 日常の 食事の 状況を聞くと、そ

の 母親は三 度の 食事にそれぞれ 3時間 をか けて 食べ さ

せ て い る こ と。何故そ こまで 時間に こ だわるの か とい

うと、子どもの 成長に必 要な栄養を取らせ たい とい う

熱心さの あまり、結果的に長時間椅子に座らせ て い る

こ とに なっ てい る よ うで あ る。母 親の 表情は、自分の

や っ て い る事に反 対 を させ ない そ とい う強 固 言念が伺

えた。で も、子 どもの 心 を代弁 す れ ば 「無理 や り食事

の 為 に長時間座 らせ られ るお子 さん の 泣きた い 気 持ち

もわか りますね」 とい うと、母 親は 苦笑 い をするが私

の 言い 分には納得い か ない とい う表情を して い た。最

後 まで、母親の 表情は変わらず、
’
単なる助言

・
指導で

は意味もない であろ うし、 専門機関に紹介して もこの
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段階で は い く こ とは なさそうで あり、私ゆ次回の 面接

担当 日を知らせ て 終了 と した 。

3 、 母親 の 不安の 背後に ある もの

　 事例 1 に見られる分離に対する不安は 、 伝統的な子

育て 不安に見られる状況 で ある。そ して 、分離に対し．
て 不安であ る こ と、それ を支持するもの として の

一
般

的に は 毛布や枕や入形など移行対象が子 どもに とっ て

必 要 な もの で ある こ と。それは、親以外 の 人 との 関係

を確 立 して い く上で も大切なもの で あるこ と、その よ

う．な移行対象をもっ て い るこ とは成長
・
発達の 上で は

自然なこ とで ある と説明をすれば、多くの 母親は納得

し、無理 に移行対象の 存在を否 定 しなくなる。やが て

子 ど もの 手 か ら移行対象は何 時の 間にか離れ て い く。

この 状況は、母親の 極度の 不安が 子どもに察知 され子

どもの 不安 を増幅 し分離で きず、 それ が又、母親の 自

罰意識を強め悪循環をして しまっ てい るの である。 母

親の分離 へ の 不安や寂しさを支侍するだけで 十分改善

され る 。 しか し、事例 2 の よ うに 誰もが どうして そ こ

まで と首をがしげるよ うな例があるL 明らか に、
』
こだ

わ gj方が普通で は ない。母親 自身も  自分が 何故そ こ

ま で こだわっ て しまうの か冷静に考えると不思議で あ

るの だが、食事を取 らせ 始 め る と止 めようが なくなっ

て
：

しまうの で あ る。この よ うな状況は、しばし1鬮 寺

を疑うよ うな行動と同 じ心理 的な動 きが あ る と考え ら

燕るの で ある 。 こ の よ．うな状洗に ある母親は
丶
外面的

に は よく子どもの 世話は してLlる の で あっ て
一

面的 に

は良い 母親で ある。しか し、芋どもの 表情や感情など

へ の 配慮を失っ て しまっ て い るの である。唯、自分 に

自信がない 為社会的 に高い 地位に あ る立派 な先 生 が子

どもの 成長
・
発達には栄養を敢ることが大切で あ り、

少々 嫌 い なもの で も努力 して食べ させましょ うとい う

発 言を黝 こ となく信 Pて い る とい う父権的秩序原理

に と らわれて い るの である。母親は 不安の あまり子 ど

もの 感情が汲み取れ なくなっ て い るとい う状況 で あ り、

子 どもの tPtも薯情も他の 日常の リズちも社会的な規

紅 合擢 ゆ とレて 噂 の である ・ 事例 2の 子ども
は、泣 く とい うこ とで母親の や り方に 必死 に抵抗 し、

自己主張を して い るの で ある。．むしろ社会的価値 に こ

だ わ っ て い か な けれ ばな らない 母 親の 深 い 不安な心 を

どの よ うに支持 し て い くの か とい う問題 で ある。

4 、 保育者 に期待 され る心理的援助

明 らかに 事例 1 、2   母親 の 心 の 問署 こは 違いがあ る。

保育者 が援助 をする可能 性 と して 、で きた ら事例 1 の

ように分離不 安ρ典型的なものに上記に説明 してい る

よ うに、保育者自身が 子 どもの 状況の 意味を理解 して

い れば自ずと母親、子どもの 不安を受け入れ、移行対

象の 存在を認 め肯定的 な感情で接す る事 ができ る よう

になる 。 しか し、事 例3  場合は、．母緯が月分の やる

事全て に 自身を失っ て い る とい うかなり心に深い問題

を抱 えて い る場合、受け入れなが ら守っ て い く事が必

要で ある。幼少期より、自分の 自我牽育てる越
・ う大柳

な課程を、む しろ他 の 人 の 期待 に応 え る t
”
とに エ ネル

ギー
を注い だ た め に全 く申分が ない と炉 う状興にあ る

とい うこ とを援助者は 知 らなければならない。．こ の 母

親は、．まず誰か から自分が愛され、・自分の 為す こ とを

評価 して もらい、
』
少 々 間違っ て も大丈夫で あ る とレ．

・
う

．こ とを保 証 して貰う事、、そして徐々 に 自分の 考 え、感

情、行動 に 自信 を持 ち、自分で 決定す る とい う1
一
連の

心の過程を積み上げで い き i 自我を強めてい くこ とが

不可決で あ る。この よ うに心 に寄り添 つ て い っ て くれ

る人がい て、初めて事例 2 の ような母親は こだわ りか

ら開放 され る動 き につ なが っ て い くの で ある。

5g　
’
おわりに

’
　　　　

”

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「　．　　　　．　　．

　実際に、この ような母親・（交親）・が増えており
’
L そ

の よ うな養育環境で 育て られ た 子 ど もの 人格形成 は多

難で あ る事が想像される。
’』現実に、一問題が露見 し た段

階で 心理的な援助を して も子 ど もの 心 が 健康に なる に

は多くの 時間が 必要で あ り、
1
中に は治癒が 困難な事例

もありうる。
こ の こ とを考えれば、初期の 段階で子育

て 不安とい う形で 表 現され、それ に向き合う保育者に

心 理的な問題 へ の 知識の みならず援助技法の 習得 が期

待されるの は 当然で あ る 。 実際、私 の 関与 した相談内

．容に つ い て は
｝
保育者に概要を説明 し 日常の 保育で治

療的な関与を依頼する とい うコ ソサル テ
ー

シ ョ ン をし、

園 全体で ケ ア
ーが可能で あ っ た。今後そ の よ うな知識、

技 法の 習得 した保育者 の 存在ぽ ．園全 体が母親の 不安

を受け入れる容器 の よ うなもの とな り、 心aseeの 痛み

を理解され心が安定する親が い る。親が安定す る事 は、

紛れ もなく心身共に｛建や か な子ど もの 成長が あ る とい
　　　　　　　　　　　　ヒ
うこ とであり、これからの 期待 され る保育者像 と して、

特 に専修免許の 取得に は よ り保育者 の 専門性とレて 心

理 的な援助が可 能 とな るよ うな 科 目ρ設 定を考慮す る

べ き段階に きて い る．と思 うので あ る。．
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